
　2010年を皮切りに、これまでなかった「機能性成分」を謳うことができる野菜シリーズとして開発し続けてき
ましたが、広く浸透させることはなかなかに困難でした。そこでブランドを構築すべく、2024年12月に新たに
ブランドコンセプトを定め、リスタートに挑む「ファイトリッチ」をご紹介します。　　　　　　　　（編集部）

『いいわけ野菜』として
一層身近なものに、
生まれ変わった
タキイのブランド

一般消費者は
「どこで買えるの？」、
生産者は
「どこで売るの？」

機能性成分って？
何がいいの？

ブランド構築への想い 開発部　渋
しぶ
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　2010年に「野菜の消費拡大」と「健康で豊かな食生活」を
目指し、7品種の発表からスタートし現在は23品種とな
った「ファイトリッチ」シリーズ。従来の野菜品種がもた
ない機能性成分をもっていたり、成分含有量が従来品種
より多く含まれている品種のシリーズですが、過去、さ
まざまな施策やPRをしてきたものの、一般に浸透させ
ることができていないのが現状です。そこで2024年に
「ファイトリッチのあるべき姿」を再検討し、『機能性とおい
しさ』という消費者に伝えられる大きな特徴がある、タ
キイ品種の中でも数少ない「コミュニケーションを生む
野菜」として位置づけました。
　そして生まれたブランドコンセプトが「いいわけ野菜」
です。
　さまざまな調査の結果、できるだけ健康によいことを

したいと考える人は多い一方で、なんらかの健康を保つ
行動を習慣化できていないことも明らかになりました。
「わかっているけど、ついつい…」と“言い訳”してしまう、
そんな方にも「“良い訳”がある野菜＝ファイトリッチを
食べているからまあいいか！」という「いいわけ」ができ
る野菜として、「ファイトリッチ」をブランディングして
いくことにしました。
　他社にないコンセプトの品種群であること。また開発
中から積み重ねてきた経験と、実際の推進活動から得ら
れた知見を生かし、消費者の方々をはじめ、お得意先様、
生産者やメディア、流通の皆様、そして社員間と、多く
の『コミュニケーションを生む野菜ブランド』のパイオ
ニアとして、「ファイトリッチ」を育てていきたいと思い
ます！

おいしさ ＋ =機能性成分

とはタキイ種苗（株）が開発した、
機能性成分を豊富に含む、おいしい健康野菜シリーズです。®

リコピンやカロテンなどは、
植物由来の色素成分で、
一般的に機能性成分と呼ばれています。

リコピン 抗酸化作用、動脈硬化予防、血圧改善、コレステロール値改善など。

シスリコピン 抗酸化作用、動脈硬化予防、血圧改善、コレステロール値改善など。

カロテン 抗酸化作用、視力の維持、肌や粘膜の健康維持など。

ケルセチン 抗酸化作用、コレステロール値改善、血管の健康維持など。

ルテイン 抗酸化作用、加齢による視力低下や白内障予防など。

アントシアニン 抗酸化作用、目の疲労感の軽減など。

水溶性ペクチン 整腸作用、コレステロール値改善など。
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　『せっかく興味があるのにどこで買える
かわからない』『近くで売ってない』という
声が聞かれたように、これまで消費者の方
からは少し距離がありました。そこで、ま
ずは新しい情報をいち早く消費者の皆様に
お届けするために、ブランドサイトを2024
年12月にリニューアルしました。

ブランドサイト・リニューアル ＆「ファイトリッチ通信」発行

もちろん、生産者の皆様へ向けた情報も深く・多く・早く！

ブランドサイトリニューアルとともに、
生産者の皆様へ向けた情報紙「ファイトリッチ通信」を
定期的に発行。さまざまな情報を掲載し、
また生産者の皆様からの情報なども随時お待ちしております！

各地の生産者の皆様と
連携を深める店舗イベントの開催や、
企画募集なども随時受け付けています。

ファイトリッチの品種解説はもちろん、
消費者の方へ向けた取り扱いのあるネットショップや
店舗の情報などの詳細を掲載。

生産者の皆様の声を取り上げるインタビュー記事の掲載や、
青果販売応援キットも手軽にダウンロードし
お使いいただけます。

ファイトリッチの品種を使った
レシピページも充実。
『いいわけラボ』ではSNSで
人気のクリエイターによる
作りたくなるレシピを紹介するなど、
注目の各種コンテンツもアップしています。

旬な情報をいち早くお届けします！

ファイトリッチの
情報はコチラから

↑青果販売用POP
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